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「人生100年時代」と「長生きのリスク」
　楽しみにしていた。連合鹿児島旗開
きに来られた井手英策さんの講演を業
務の都合で聞くことができなかった。
残念…、その代わりに井手英策さん著
作「幸福の増税論」を読んだ。

　この著書で、「自由を愛しリベラルな社会を追い求め
るため」＝「自由のための条件整備のための増税」を訴え
ている。この本を読んで私も思う、今の日本は、何のた
めに税金を納めているか、納めた税金がどのように使わ
れているか納税者が納得できないことに問題があるのだ
と。井手さんが著書の中で言うように自由のための条件

整備のための増税で、その使途と目的が明確にされるな
ら増税も理解されるのかもしれない。「誰もが安心して
生きていける社会を作る。」「そのための痛みを税で分か
ち合う。」そのことがすべての人間の基本的な自由を保障
し、頼りあえる社会につながるものと思う。
　来年の10月までには、必ず「解散総選挙」がある。今の
政権は、政治資金についても私たちの税金の使途につい
ても国民の信頼を得られているとは言い難い。「人生100
年時代」、長生きをリスクと考えることなく安心して生
きるためにも我々の税金を「福祉の理念」に活かせる政治
を選択するチャンスにしなければならない。

鹿児島　労福協
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「2024フレッシャーズ
キャンペーン」スタート！！

こくみん共済 coop 鹿児島推進本部　こくみん共済誕生40周年イベント　わくわくキッズフェスタ開催

　総務省統計局「労働力調査（基本集計）2022年（令和４
年）平均結果の要約」によると、15歳～34歳の2022年の就
業者数は2021年と比較して14万人減少しており、若年層
勤労者の数が減少していることが分かります。
　このような環境下でも次世代を担う若年層に「ろうき
ん」を知っていただき、ご利用いただくため、「2024フレッ
シャーズキャンペーン」を実施します！
　キャンペーンでは、「ろうきんアプリ」からご応募いた
だいた方の中から抽選で100名様に「ＵＣギフトカード　
5,000円分」をプレゼントいたします。
　キャンペーン期間は2024年4月1日（月）から12月31日

（火）まで、対象者は①30歳未満の勤労者の方または②30
歳以上の2024年度新規採用者の方です。
　なお、ろうきんアプリメイン口座のご登録、かつ、対
象項目のうち、3項目以上を新規でご契約いただいた方
を抽選の対象とさせていただきます。
　対象項目は、①財形預金（一般・年金・住宅）または
エース預金（エンドレス型・確定日型・年金型）、②
iDeCo(個人型確定拠出年金)、③NISA、④給与振込、

⑤カードローン、⑥普通預金（通帳不発行型）、⑦ろうき
んダイレクトです。
　ろうきんは、はたらく仲間がつくった福祉金融機関！
　新社会人のみなさん、新生活、わからないことや不安
なことがたくさん
あると思います。
なかでもお金のこ
とって聞きづらい
ですよね。「手続
きはどうすればい
いの？」「手数料
はどこでも同じで
しょ？」実は金融
機関で大きく異な
ります。まずは、
ろうきんへお気軽
にお問い合わせく
だ さ い。 そ し て

“つかえるろうき
ん、みんなのろう
きん！”を実感し
てください。

　2024年３月20日（水）に鹿児島市かんまちあにて、わく
わくキッズフェスタを開催しました。

▲ 上原りささんの
ステージショー

▲ ピットくんと当日のMC　
田上 真澄さん

　今回は、こくみん共済誕生40周年を記念したイベント
で、子どもの健全育成の取り組みを中心に開催しました。
　当日は、多くの方にご来場いただき、元NHKパント
のお姉さんの上原りささんによる歌唱などのステージ
ショーや、生活協同組合コープかごしまより、手のひら
で野菜の摂取量を測定できる「ベジチェック」などをお楽
しみいただきました。　
　今後もこくみん共済 coopとして子どもの健全育成や
防災・減災にむけた取り組みを展開していきます。
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氏名 新所属名 旧所属名 氏名 新所属名 旧所属名

【県本部関係】 前野　公美 鹿児島南支店 鹿児島支店

出口　千穂 鹿児島県本部業務推進課副
課長 鹿児島県庁支店次長 米重　裕志 鹿児島南支店再雇用嘱託職員 鹿児島県本部業務推進課再雇

用嘱託職員

堂下　雪乃 鹿児島県本部業務推進課 志布志支店 松田　郷子 霧島支店係長 鹿児島県庁支店

藤久保　誠 鹿児島県本部業務推進課再
雇用嘱託職員 鹿児島支店再雇用嘱託職員 淵脇　誠 霧島支店係長 鹿児島支店係長

松田　裕和 鹿児島支店次長 鳥栖支店次長 前門　正俊 霧島支店係長 鹿児島南支店係長

川畑　亜沙美 鹿児島支店次長 徳之島支店次長 藤野　幹 霧島支店 新入職員

濵平　美和子 鹿児島支店係長 鹿児島南支店係長 濵上　智子 種子島支店係長 鹿屋支店係長

迫屋　ちひろ 鹿児島支店 川内支店 高木　政則 種子島支店 加世田支店

西　大郎 鹿児島支店 志布志支店係長 飛松　良晃 種子島支店 新入職員

清水　愛美 鹿児島支店 都城支店 安田　毅 志布志支店次長 種子島支店係長

門垣　尚子 鹿児島支店 本店営業部 森山　司 志布志支店係長 鹿児島支店

冨谷　真由美 鹿児島支店 鹿児島県本部業務推進課 山﨑　努 志布志支店 大島支店係長

矢野　真住 鹿児島支店再雇用嘱託職員 鹿児島支店 松永　円 志布志支店 鹿屋支店

山口　杏佳 鹿児島支店 新入職員 中馬　美咲 志布志支店 種子島支店

山地　裕也 大島支店次長 大島支店係長 武本　充弘 大口支店支店長 鹿児島県本部業務推進課副課長

中村　雄一 大島支店係長 八女支店係長 楠元　留美 大口支店 出水支店

小村　あつき 大島支店係長 鹿屋支店係長 竹之内　誠 徳之島支店次長 出水支店次長

志賀　瑞希 大島支店 新入職員 坂口　和俊 鹿児島県庁支店次長 鹿児島支店次長

澤田　有日子 鹿屋支店次長 志布志支店次長 久永　知子 鹿児島県庁支店 鹿児島支店

九万田　雅子 鹿屋支店係長 総務部管財課代理 富山　野乃 鹿児島県庁支店 鹿屋支店

森田　健嗣 鹿屋支店係長 霧島支店係長 【統括本部】

上鶴　純 鹿屋支店 鹿児島県庁支店 英　靖浩 コンプライアンス室室長 総務部管財課課長

吉嶺　宗高 川内支店支店長 加世田支店支店長 伊地知　正幸 監査部監査チーム次席監査役 監査部本部監査グループ次席
監査役

海老原　聖也 川内支店係長 霧島支店係長 平野　忍 監査部監査チーム次席監査役 監査部営業店監査グループ次
席監査役

和田　洋美 川内支店再雇用嘱託職員 大口支店支店長 坂　顕一郎 監査部監査チーム次席監査役 鹿児島南支店支店長

丸山　里香 加世田支店支店長 鹿児島支店次長 勝　正和 企画部リスク管理課副課長 鹿屋支店次長

中村　智成 加世田支店 志布志支店 白石　敦也 企画部資金運用課 種子島支店

喜納　真理子 出水支店次長 大島支店次長 花田　真由美 集中センター業務支援グ
ループ代理 業務部業務支援課代理

﨑田　真琴 出水支店 大口支店 野間　郁代 集中センター業務支援グ
ループ 業務部業務支援課

出口　美孝 鹿児島南支店支店長 川内支店支店長 佐根　裕輔 本店営業部 天神北出張所

石堂　美幸 鹿児島南支店係長 霧島支店係長 北原　ひとみ 山鹿支店 志布志支店

成富　博行 鹿児島南支店係長 佐世保支店係長 斉之平　和伸 出向（総務部付） 鹿児島県本部業務推進課再雇
用嘱託職員

九州労働金庫2024年度人事異動　「よろしくお願いします！!」
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　九州ろうきんが社会貢献活動の一環として取り組んでいる「NPO助成」は今回
で20回目を迎えました。2023年９月４日（月）から2023年10月20日（金）を受付期間
として募集を行った結果、九州各地から138団体の応募がありました。
　助成団体の選考につきましては、各地区審査委員会の選考を経て、52団体への
助成が決定し、総額1,245万円を贈呈しました。
　なお、鹿児島地区では、23団体から応募があり、審査委員会において６団体へ
の助成が決定しました。その後、2024年２月17日（土）に「NPO助成フォーラム」
を開催し、総額155万円を贈呈しました。鹿児島地区の助成団体につきましては、
以下をご覧ください。

※応募総数（23）団体
３年間

継続助成 助成団体名 支援内容 助成金額

１ 〇 特定非営利活動法人
かのやコミュニティ放送

「大隅半島の陸と海の豊かさ」につ
いての講演会とワークショップの
開催

30万円

２ 特定非営利活動法人
徳之島虹の会

特定外来種「シロアゴガエル」の駆
除作業にかかる費用 30万円

３ 全国ギャンブル依存症家族の会
鹿児島

ギャンブル依存症セミナーおよび
相談会の開催 30万円

４ かごしま骨髄バンク　
推進連絡協議会

「命をつなぐコンサート」、医療講
演会、医療相談会、患者、ドナー
体験談の開催費用

20万円

５ 喜入マナビバプロジェクト　
つわぶき

・中高生を対象に無料で利用でき
る自習室の定期的な開催

・「学び場」となるようなイベント
の開催

・生見マルシェの参加と喜入地域
にまつわるイベントの開催

15万円

６ NPO法人　
子ども支援ネットワークめばえ

「島の子ども達の体験活動」と「支援
学級との農作物体験」の開催 30万円

合　計 155万円

ゴールデンウィーク
期間中のローンセン
ターの営業につきま
しては、右記のとお
りとさせていただき
ますので、ご案内い
たします。
　みなさまにはご不
便をおかけいたしま
すが、何卒、ご理解
賜りますようお願い
申し上げます。

第20回九州ろうきん「NPO助成」助成団体決定のお知らせ

第20回 九州ろうきんＮＰＯ助成団体一覧（鹿児島地区）

「ローンセンター鹿児島」ゴールデンウィーク
期間中の営業に関するお知らせ

日　付 営業状況
４月26日（金） 営　業
４月27日（土） 休　業
４月28日（日） 営　業
４月29日（月）（昭和の日） 休　業
４月30日（火） 営　業
５月１日（水） 休　業
５月２日（木） 営　業
５月３日（金）（憲法記念日） 休　業
５月４日（土）（みどりの日） 休　業
５月５日（日）（こどもの日） 休　業
５月６日（月）（振替休日） 休　業
５月７日（火） 営　業

※ローンセンター鹿児島☎099-239-1320
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２０２４年４月　人事異動のお知らせ

ゴールデンウィーク期間中の営業について

転入

 ゴールデンウィーク期間中における共済ショップ
ぐりんぼう各店の営業についてご案内させていただ
きます。
　皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解
いただきますようお願い申し上げます。
　なお、自動車事故に遭われたときのご連絡窓口「マ
イカー共済事故受付センター」および、住宅災害に
遭われたときのご連絡窓口「住宅損害受付センター」
は、ゴールデンウィークも休まず24時間受け付け
いたします。

　●マイカー共済事故受付センター
　　　０１２０－０８８９－２４

　●住宅損害受付センター
　　　０１２０－１３１－４５９

神奈川推進本部　事業推進部 
広域推進課から異動

保
ほ

坂
さか

　匡
まさし

ぐりんぼう鹿屋　店長

お知らせ

月 日 鹿児島店 鹿屋店 奄美店

４月27日（土） 
営業

[営業時間]
9：30～16：00

休業

４月28日（日）
全店休業

４月29日（月）祝日

４月30日（火）

全店通常営業５月１日（水）

５月２日（木）

５月３日（金）祝日

全店休業
５月４日（土）祝日

５月５日（日）祝日

５月６日（月）振休

５月７日（火） 全店通常営業

　４月より鹿児島推進本部に配属となりました保坂
と申します。
　一日でも早く鹿児島での新たな生活に慣れ、組合
員の皆さまのお役に立てるよう努めてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

（オハヤク　　ツーホー）
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▲ 大浦　慎太郎さんご家族

▲ 寄贈式にご参加いただいた皆さま ▲ 寄贈式の様子

鹿児島市立坂元台小学校で寄贈式を開催しました！
　こくみん共済 coop は、３月６日（水）に鹿児島市立坂元台小学校において、横断旗450本・なわとび45本・長な
わ７本の寄贈式を行いました。
　寄贈にあたっては、こくみん共済 coop の共創パートナー団体として、マイカー共済の推進をいただいている
グリーンコープかごしま生活協同組合と共同で実施しました。
　今回は坂元台小学校でPTA会長を務めている連合鹿児島の大浦 慎太郎さんが「７才の交通安全プロジェクト」お
よび「こどもの成長応援プロジェクト」の取り組みを、「自分たちの学校でも活用したい」という想いから、実際に鹿
児島市立坂元台小学校やPTAへ取り組みのご紹介をいただいたことにより寄贈へとつながりました。
　このように協力団体や組合員の方々と連携した取り組みを今後も展開していきたいと考えていますので、引き続
きのご協力をよろしくお願いいたします。

報告

寄贈の感想について
【大浦　慎太郎さん】写真左上
　自分の子供が通っている小学校では、交通量も増加
しているため、通学路において危険な場所があります。
この横断旗を活用することで、より安全に通学してほ
しいと思いました。
　また、子どもたちはなわとびが大好きなので、たくさ
ん利用して、たくさん体を動かしてほしいと思います。
　今回の寄贈に携わったことで、共済を通しての社会
貢献について実感することができました。

【大浦　莉音さん（小６）】写真右
　自分の通っている小学校にたくさんの寄贈をもらう
ことができありがとうございます。お父さんがPTAの
役員でよかったなと思いました。

【大浦　煌太郎さん（小３）】写真左
　なわとびが大好きなので、友だちとたくさんなわと
びや長なわで遊びたいと思います。登下校時も自分で
も気を付けて事故にあわないようにしたいと思います。
　

【大浦　愛莉さん （小１）】写真中央
　お父さんが校長室に来たので恥ずかしかったですが、
たくさんなわとびなどをもらえてうれしかったです。
　たくさん遊びたいと思います。

※学年は寄贈式時点
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　姶良伊佐地域労福協は
２月17日（土）、４年ぶり
にバスを利用した歴史探
訪講座を開催し、23名が
参加しました。
　当日は、1987（昭和62）
年に廃線となった旧宮之
城駅跡に建設された宮之
城鉄道記念館を訪問。現在は、観光案内所、物産館、バ
スターミナル、会議室などがあり多くの利用があるとの
ことでした。昼食は、出水市の「いわし茶屋」で阿久根産
イワシを使った料理を楽しく味わい、その後、ツル観光
センターで縁起の良いツル見学へ。毎年10月中旬になる
と、シベリアから特別天然記念物に指定されているツル
の第一陣が渡来し、約１万羽を超えるツルが、３月頃ま
で越冬します。２階展望室や屋上展望所からはツルの優
雅な舞いや、餌をついばむ姿が観察できました。
　出水のツルは、主にナベヅルとマナヅルで、ここ数年
は１万羽以上が確認されています。これだけの数が人里
近くで越冬するのは世界中でも出水平野だけといわれて
おり、田んぼにいる親子連れのツルや大空を舞うツルは
圧巻です。帰りには、物産館いずみに立ち寄り、特産の
イチゴやミカンを買い求めました。
　参加者からは「次回も楽しみにしています」と言う声も
あり、充実した楽しい１日となりました。

　鹿児島地域労福
協 は3月16日（ 土 ）、
第17回歴史探訪講
座を開催し、家族
連れを含む組合員
や退職者会会員21
名が参加しました。
当日は、空が美しく晴れ渡り、春の暖かさを感じるとて
も良い天候に恵まれ、鹿児島中央駅西口を出発し「知覧
特攻平和会館」→「桜見亭」→「釜蓋神社」→「枕崎市かつお
公社」の順に、南九州の歴史文化遺産を巡りました。
　知覧特攻平和会館では、太平洋戦争末期の基地がおか
れた町の状況、陸軍特別攻撃隊員の遺影･遺品･記録などの
貴重な資料を閲覧した後に、語り部による説明があり、戦
争の悲惨さと平和･命の尊さを学ぶことができました。その
後、釜蓋神社でお参りをし、東シナ海の雄大な景色を楽し
み、枕崎かつお公社でお土産を購入し鹿児島中央駅へと帰
着しました。
　参加者らは、太平洋戦争当時の真情を学び、二度と戦
争の悲劇が繰り返されないようにしなければと痛感した
様子でした。

　奄美地域労福協
は２月10日（土）、
奄美大島最高峰・
湯湾岳の裾野に広
がる宇検村を訪ね
る「歴史探訪講座」
を開催し、子ども
７名を含む29名が
参加しました。

　当日参加者らは、宇検図書館・歴史民俗資料館で倉木
崎海底遺跡やノロ（琉球王朝から任命を受けた祭祀儀礼
を司る女性の神職）について学び、枝手久島の近くで発
見された中国製陶磁器やノロが代々受け継いできた貴重
な扇（テロギ）や白衣（シルギン）などの展示物について学
芸員の方から説明を受けました。
　続いて訪れたケンムンの館では、宇検村がはじめた観
光メニュー『見えないものを感じる観光』と題して、地
域の文化を守りつつ暮らしの中に溶け込む観光の取り組
みと大切さについて学びました。
　午後からは、３班（①須戸集落歩き　②湯湾集落歩き
　③ケンムン巡り）に分かれ、ガイドの厳かにそして時
にはユーモアを交えた案内で集落の歴史と文化を辿り、
その後一般社団法人【巡めぐる恵めぐる】代表の新元一文
さんの島唄で締めくくりました。

　熊毛地域
労働者福祉
協議会は西
之表市民会
館で２月18
日（日）、連
合熊毛青年
女性委員会
と 共 催 で

「春のフラワーアレンジメント教室」を開き、20名が参加
しました。
　講師にirodoriの大平真央さんを招き、３月３日の桃
の節句を前に春の陽気にぴったりなレクチャーをしてい
ただきました。
　参加者らは、用意された花器に桜の花を中心に花材を
アレンジ。大平さんからの「正解はないので、自由な発
想で」とのアドバイスに、黙々と作業しながら日頃のス
トレスを忘れ、脳内をリフレッシュ。参加者同士で完成
品を愛でながら心地よい時間を共有していました。
　今後も会員一同、仲間との交流から得られる笑顔と癒
し効果で、何かと忙しい年度末年度初めを乗り切りたい
と思います。

宇検村の歴史を学ぶ！
 奄美地域労福協

「春のフラワーアレンジメント
教室」開催  熊毛地域労福協

熱心に話を聞く参加者ら

自由な発想で春のイメージを

旧宮之城駅跡・ツル観光センターへ
の歴史探訪講座  姶良伊佐地域労福協

南九州の歴史文化遺産を巡る
歴史探訪講座  鹿児島地域労福協

ツル観光センターにて

開聞岳と東シナ海（釜蓋神社）
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ニュース・
ワード

年
か
ら
追
加
す
る
方
針
。
食
物
繊

維
が
豊
富
で
栄
養
価
が
高
く
、「
野

菜
の
王
様
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

健
康
志
向
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

出
荷
量
が
急
増
し
た
こ
と
が
重
視

さ
れ
ま
し
た
。

　
ろ
う
き
ん
カ
ー
ド
は
手
数
料
無
料

な
の
で
便
利
で
助
か
り
ま
す
。
年
金

受
取
口
座
も
ろ
う
き
ん
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 
（
薩
摩
川
内
市
）

　

　
労
福
協
よ
り
新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ご
し
ま
非
常
用
食

品
パ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
身
を

確
認
し
賞
味
期
限
を
記
録
し
て
、
い

　
ク
イ
ズ
へ
の
応
募
は
初
め
て
で

す
が
、
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。ス
マ
ホ
で
応
募
で
き
る
の
は
、

楽
で
よ
い
で
す
ね
！

 

（
鹿
児
島
市
）

　
「
セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
で

う
ま
く
い
く
！
」
を
読
ん
で
い
る

と
、
心
が
落
ち
着
く
感
じ
が
し
ま

す
。
無
意
識
に
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

込
む
こ
と
も
あ
る
の
で
、
記
事
を

参
考
に
し
な
が
ら
う
ま
く
ス
ト
レ

ス
と
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

（
霧
島
市
）

　

　
毎
年
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

も
っ
と
異
業
種
の
人
た
ち
と
の
交

流
の
場
が
欲
し
い
で
す
。

 

（
鹿
児
島
市
）

指定野菜
　
消
費
量
が
多
く
、国
民
の
食
生
活
に

欠
か
せ
な
い
と
し
て
国
が
指
定
す
る

野
菜
で
す
。
国
が
需
給
状
況
を
把
握

し
て
供
給
計
画
を
立
て
、価
格
が
下
落

し
た
場
合
に
は
農
家
に
補
助
交
付
金

を
支
給
し
、安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
サ
ト
イ

モ
、
ダ
イ
コ
ン
、
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ネ
ギ
、
白
菜
、 

ピ
ー
マ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
レ
タ

ス
な
ど
14
品
目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
１
９
７
４
年
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
指
定
以
来
、約
50
年

ぶ
り
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
２
０
２
６

読
　
者

か
ら
の

声

297

ざ
と
い
う
と
き
に
使
用
で
き
る
よ
う

分
か
り
や
す
い
場
所
に
保
管
し
て
い

ま
す
。

 

（
鹿
児
島
市
）

　

　

２
月
号
掲
載
の
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
が
「
児
童
健
全
育
成
推
進

財
団
へ
な
わ
と
び
・
長
な
わ
を
２

６
，１
６
８
本
寄
贈
」
の
記
事
は
、

子
ど
も
達
の
喜
ぶ
姿
が
想
像
で
き
あ

り
が
た
い
で
す
。
孫
二
人
も
な
わ
と

び
に
興
味
を
持
ち
、
得
意
そ
う
に
跳

ん
で
み
せ
ま
す
!! 

（
霧
島
市
）

　

　
連
合
鹿
児
島
２
０
２
４
新
春
講
演

会
で
井
手
英
策
教
授
の
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。「
ベ
ー
シ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
日
本
全

体
が
理
解
し
、
生
き
や
す
い
日
本
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 （
鹿
児
島
市
）

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子

と
き
の
よ
う
な
声
を
出
し
な
が

ら
力
を
抜
き
ま
す
。

　
そ
し
て
目
を
閉
じ
た
ま
ま
考

え
て
み
ま
す
。
こ
れ
だ
け
緊
張

し
て
疲
れ
て
い
る
自
分
に
何
か

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ
げ
る
と
し

た
ら
、
何
が
い
い
だ
ろ
う
？　

と
て
も
大
切
な
親
友
の
よ
う
に

自
分
を
扱
う
と
し
た
ら
、
何
を

あ
げ
た
い
だ
ろ
う
か
。

　
休
日
に
何
も
予
定
を
入
れ
ず

に
ゆ
っ
く
り
す
る
、
喫
茶
店
で

ぼ
ー
っ
と
す
る
、
お
い
し
い
お

茶
や
ス
イ
ー
ツ
、
い
い
寝
具
、

ぜ
い
た
く
な
入
浴
剤
、
映
画
、

本
や
漫
画
の
大
人
買
い
、
美
術

館
や
博
物
館
、
温
泉
。
で
き
る

だ
け
、
物
質
的
な
も
の
で
は
な

く
、
体
験
や
時
間
な
ど
精
神
的

に
豊
か
に
な
る
も
の
を
自
分
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
よ
り
優
れ
た
成
果
を
残
し

た
と
き
や
頑
張
っ
た
と
き
に
だ

け
自
分
に
ご
褒
美
を
あ
げ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は

今
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
、
大
切

に
さ
れ
る
べ
き
人
で
す
。
価
値

の
あ
る
人
で
す
。
毎
日
朝
起
き

て
、
出
勤
し
て
、
た
く
さ
ん
緊

張
し
な
が
ら
す
べ
き
こ
と
を
こ

な
し
て
い
る
。
そ
ん
な
自
分
の

心
身
を
い
た
わ
っ
て
あ
げ
る
時

間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
新
年
度
に
な
り
、
新
し
い

部
署
に
異
動
に
な
っ
た
り
、

新
し
い
人
が
来
た
り
し
て
、

緊
張
し
、
疲
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？　
変
化
は
あ
な
た
の
神

経
系
を
過
敏
に
さ
せ
、
無
意

識
の
う
ち
に
酷
使
し
ま
す
。

新
し
い
環
境
に
適
応
し
よ
う

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
し
て

疲
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
は
少
し
時
間

を
取
っ
て
、
景
色
の
い
い
場

所
で
深
呼
吸
を
し
ま
し
ょ

う
。
目
を
閉
じ
て
何
度
か
深

く
ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸
を

繰
り
返
し
、
体
の
力
を
ぐ
っ

と
１
回
入
れ
て
か
ら「
は

あ
ー
」と
温
泉
に
つ
か
っ
た

㊺新年度の自分にプレゼント



（8）　第 761号 かごしま労働者福祉だより （ ）2024年４月15日発行
毎 月 １ 回15日 発 行

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま 0120-307-830

労 働 相 談 専 用 0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。

＊安心ネットかごしま
　相談対応「LINE公式アカウント」

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１　
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

３　
緑
玉
石
と
も
呼
ば
れ
る
５

月
の
誕
生
石
。
…
…
グ

リ
ー
ン

７　
セ
メ
ン
ト
製
造
の
原
料

９　
Ａ
Ｉ
は
「
人
工
…
…
」

11　
日
本
国
の
別
名
。大
和
…
…

13　
…
…
サ
イ
ン
は「
行
け
」「
進

行
せ
よ
」
の
合
図
で
す

14　
生
兵
法
は
大
け
が
の
…
…

16　
囲
碁
に
は
必
需
品
で
す

17　
ポ
ツ
ン
と
あ
る
島

18　
ア
ル
プ
ス
地
方
特
有
の
民

謡

20　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の一種
で
、ス
タ
ン
プ

や
既
読
機
能
も
あ
り
ま
す

21　
５
番
目
に
太
陽
に
近
い
惑

星

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１　
楽
譜
を
書
く
た
め
の
用
紙

２　
…
…
蜂
。
…
…
蝋

３　
人
工
…
…
星
。
…
…
星
放

送

４　
巨
大
な
こ
と
。
百
万
倍
を

表
わ
す
。
…
…
ヘ
ル
ツ
。

…
…
ト
ン

５　

お
子
様
…
…
に
は
旗
が

立
っ
て
い
ま
す

６　
縄
文
時
代
の
土
で
作
っ
た

人
形

８　
母
の
日
の
花

10　
…
…
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘

れ
る

12　
童
謡
こ
い
の
ぼ
り
「
お
お
き

い
…
…
は
お
と
う
さ
ん
」

15　
…
…
下
暗
し

16　
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
・
視
覚
効

果
賞
を
受
賞
し
た
『
…
…

－

１
・
０
』

17　
ワ
イ
ン
の
瓶
の
栓

19　
示
威
運
動
の
行
進

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
川
口
　
勝
子	

上
大
田
　
優

　
奥
村
　
青
児	

岩
重
　
果
奈

　
上
久
保
い
つ
子	

堀
内
　
　
渚

　
山
下
　
ノ
リ	

栗
屋
結
佳
莉

　
松
元
　
和
也	

鎌
倉
久
美
子

　
網
戸
　
智
美	

田
中
　
理
香

　
塩
本
　
佳
隆	

森
下
ひ
と
み

　
柏
木
　
　
力	

松
尾
　
隆
博

　
岩
崎
　
　
卓	

下
村
　
浩
樹

　
岡
留
　
風
香	

久
木
井
彩
央
里

〔
解
答
〕は
必
ず
ハ
ガ
キ
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
場
名
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通

に
限
り
ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団

体
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
４

年
５
月
７
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の

方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

も
応
募
い
た
だ
け
ま
す

〔
送
り
先
〕〒
890

－

0064
鹿

児
島
市
鴨
池
新
町
五

－

七　
六
階　

鹿
児
島
県
労
福
協「
ク
イ
ズ
」係

　

７
６
０
号（
３
月
）の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
112
通
で
、

111
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結

果
、
下
記
の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ハルキャベツ（春キャベツ）」


